























界してい 。厳格で頑固一徹な中学校長の父親と、腎臓結核に侵され、余命いくばくもない十八歳の妹の面倒をみる必要があることから 結婚の話はあるものの、老夫人はよそへ嫁に行く気が起 らない。以下、老夫人のことは姉と記すが、ある日、妹の箪笥を整理していた姉は、三十通ほど 妹宛の手紙を発見する。手紙のおもてには妹の友人の名が記されてい が、手紙の中には全てＭ・Ｔという男の名が記されている。手紙によると、妹とＭ・Ｔ 関係は「心だけ ものではな」く、 「醜くすすん」だもので、去年の秋、Ｍ ・ Ｔは妹 病気を知 とともに、妹を捨てる内容 手紙を妹に送り、そ 以来、一通の手紙 寄

































評とは、テクスト 互い 矛盾し 読み方を許すものであること、言い換えるなら、テクスト は論理的に統一されたものではなく 不一致や矛盾を含んだ ことを、明らかにするための批評
である。アメリカの代表的な




















姉は、妹を可哀想に思い、 「Ｍ・Ｔの筆蹟を真似て」妹に宛てた恋文を書く。その恋文を読んだ妹は、恋文は姉が書いたものであり、 が恋文を書いた理由はＭ・Ｔから 手紙 姉が読んだからだと悟る。そして妹は姉に、Ｍ・Ｔからの手紙 全て自分で自分に書いたものだと告白する。  










ととしの秋から、ひとりであんな 書いて あたしに宛てて投函 てゐたの
。姉さん、ばかにしないでね。青春と
いふものは、ずゐぶん大事なものなのよ。あたし、病気になつてから、それが、はつきりわかつて来たの。ひとりで、自分あての手紙なんか書いてるなんて、 汚い。あさま い。ばかだ。 たしは、ほんたうに男のかたと、大胆に遊べば、よかつた。あたし からだを、しつかり抱い もらひたかつた。姉さん、 は今までいちども、恋人どころか、よその男の たと話してみたこともなかつた。姉さんだつて、さうなのね。姉さん、あたしたち間違つてゐた。お利巧すぎた。ああ、死ぬなんて いやだ。あたしの手が、指先が、髪が 可哀そう。死ぬな て、 やだ。 やだ。 」　
私は、かなしいやら、こはいやら、うれしいやら、はづ
かしいやら、胸が一ぱいになり、わ らなくなつてしまひまして、妹の痩せた頬に、私 頬をぴ り押しつけ、ただもう涙が出て来て そつと妹を抱いてあげました。
    Ｍ・Ｔからの三十通もの手紙は全て自分で書いたものだとい





本作の姉は十三歳の時に母を亡くして以降、母親の代わりとして父と妹 面倒をみている。 母親の代わりをつとめてき 姉が、三十通もの手紙を読んだ時に、それらが妹の「筆蹟」かどうか分からないという は、いささか不自然ではあるまいか。実際、姉は の手紙について、これは妹の筆跡かもしれないと疑ってはいないようだ。この妹には、姉 ら 告白を信じさせることができる程度に、男性的な筆跡で書く力がある であろうか。　
また、 三十通もの手紙が全て自作自演のも だったとすれば、
そのような手紙を「去年の秋」から大事に一年近く保管しておくだろうか。 淋しさを紛らわせるための自 手紙であるなら、去年の秋の時点で焼き捨ててもよかったのではないか。緑のリボンで結んで箪笥の奥底に隠し いたの 、辛くとも忘れられない思い出の品だったからと考え も よう。　
加えて、姉が妹の告白を真実と思ったといった記述も特に見
当たらない。妹の告白を信じ あれば、姉の語り 「妹たちの恋愛は、心だけのものではなかつたのです。もつと醜くすすんでゐ のでございます。 」といった断定的なも で なく、 「あとでそれは間違いだったと分かったのですが」などと付け加えるような語りでもよかった ではな 妹の告白を聞いた姉は かなしいやら こは やら、
うれしいやら
、は



























































は、妹の言葉を受け入れる前 時点では醜 と感じたから 考えられよう。　
妹の一件があった頃、姉は「二十になつたばかりで 若い女





























（ 「 「見合い結婚」から「恋愛結婚」へ」 ）











 （ 「恋愛するのは親不孝者」 ）
　






































































愛は、心だけのものではなかつ のです。もつと醜くすすんでゐたのでござ ます。 （略）私さへ黙つて一生ひとに語らなければ、妹は、きれいな少女 まま 死んでゆけ 」 いう台詞とつなげれば 本作には処女であること、貞操を価値化するメッセージがあると言える。日中戦争が始まって約二年、本作掲載誌が求めるのはこのようなメッセージであろう。　
念のためここで一つ確認しておきたい は、本作の語り手は
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